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　後半に入ると、両チームともにGKの堅守と堅いディフェンスを展開し、互いに
点数を伸ばすことができない。結局前半のリードを活かした飛騨高山が23対14で
逃げ切った。

飛騨高山が順当勝ち
　立ち上がり、飛騨高山は4番宮崎のシュートで先制するが、すぐに環太平洋大も
4番野崎のサイドシュートで追いつく。飛騨高山は20番李のリードでスカイプレー
や７ｍＴで得点、環太平洋大も18番北ノ薗のカットインなどで加点し、序盤は互
角の展開。しかし、自力に勝る飛騨高山は、20分過ぎから20番李の連打に加え、
比嘉、和田らが畳み掛けて6連取、16対8とリードして前半を終了する。
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